20120115　1部礼拝

棺に手をかけられると (へブル7:11-17)
子どものレムナントが賛美をささげ、また大人のおばさんたちの聖歌隊が賛美をささげ、そして、レムナントが賛美をささげたり、これからもそのように皆が賛美を盛り上げていけばよいと思います。なぜかというと、私たちは神様の恵みによってイエスさまを救い主として信じて神の子どもとされている者ですので、私たちは私たちが考えている以上に幸いな者です。本当はイエスさまを信じる人であれば自分自身が祝福された者、自分は本当に神様に愛されている者、自分は奇跡の存在だと気づいて確信を持つことが何より大切な課題であり優先です。今まで私たちは何かの目標を定めてどれほど一生懸命に頑張るか、どれほど成果を残すか、あるいは何かの壁や問題があったときにはそれをどのように処理するかなどを先に考える傾向に慣れています。でも、イエスさまを信じて救われたクリスチャンの場合は順序がまったく変わっているということをぜひ覚えていただきたいと思います。何かをどれくらい熱心にどのようにするかの前に自分自身がどれほど祝福され、愛され、よくよく考えて見ると本当に奇跡の者だと気づいて、それに揺らぎのない確信を持つこと、それが第１であり、その確信がどんな条件とも関係なく感謝に変えられるクリスチャンであることが何より大切です。その確信と感謝がどこまで進んで行けばいいのかというと、その結果、今まで心配をして人を憎んだり、傷ついていたところから抜け出して、聖霊の力と神を見上げてお祈りをするところまでいきますと、それは正しい確信ということになります。私たちがイエスさまを信じたというのは、すでにこのように変えられているということです。ただ一人一人がそのような確信をもって感謝するところまでなかなかいかないので、何かの問題があり何かの事情があってそれが邪魔されるのです。昔のような生き方、パターンにそのまま振り回されるようになります。祈れるようになれば結構です。何も思い煩わないで、それはあなたがたは知らなくてもよい。どんな弱さを抱えていてもまわりがどんなに険しい状況であっても、イエスを信じている者であれば、それはあなたがたは知らなくてもよいというものだと感謝し、心配しないで祈れるようなところにいくでしょう。それをクリスチャンと言います。そこから私たちは神様から与えられる力によって心に感動が与えられます。クリスチャンは日々いろいろな場面において神から与えられる感動によって生きる者です。その感動が、進んで主に仕える、進んで神を求めて、神様が望まれることの方に向かうようになる気持ちになります。クリスチャンがやることは無理やり何かを、強制的に言われてやることではありません。この教会では、まだ感動がないがゆえに進んで教会のことや信仰生活のことができない場合は無理にさせることはあまりしていません。だから、ほとんどがやっていないような感じがしますが、でも神様が望まれることは無理やり何かをさせられるようなことではありません。神様は何一つ足りないことのない完璧な創造主です。私たちのために何かをおっしゃります。まず、私たちクリスチャンにすべてを与えられたので、それに対しての感謝、そこから生まれる感動、その主人公になっていただきたいと思います。それによって、志願し、進んで、喜んでささげる者になります。それを献身と言います。そこにすべての答えとすべての勝利がついてくるようになります。このような確信、感謝、そしてお祈り、感動、志願する気持ち、その結果、献身となるのですが、どこにそのような感動や祝福があるのでしょうか。それがイエス・キリストの中にあるのです。ですから、私たちは今日もこの礼拝をとおして聖書の中に書かれ示されているイエスさまがどんな方なのかということに目を留めなければいけません。そのイエス・キリストをしっかりと理解しその中に立ちます。すると、確信が与えられます。
皆さんの心の中に感動がなければいけません。今も神様はキリストの中にあって、そのキリストの約束のみことばを握って深く考える者に必ず感動を与えます。感動のない理論ではその人を動かすことはできません。今も聖霊様が一人一人に感動を与えます。その感動の形もいろいろあるでしょうが、2部の礼拝でも申し上げますが、みことばを聞いて黙想していくうちに「なるほど。そうなのか。そうだったのか」というのが第一の最高の感動です。それが聞いたみことばではなく、自分自身のメッセージとなるときが感動なのです。メッセージとなるとはどういうことでしょうか。「なるほど。すべての問題が終わったというのはそういうことだったのか」これがメッセージなります。今までたくさん聞いていたにもかかわらず、それが自分自身のメッセージになっていません。そうすると、そこに確信も感動も期待できないでしょう。そのような祝福を今も神様は与えられます。イエス・キリストの中で。
今日の聖書を見ると、イエスさまが町に入っていったときに、一人のやもめのひとり息子が死んで葬儀の列が歩いている場面と遭遇しました。棺桶を担いで歩いていました。それが昔のユダヤ人の葬儀の習慣の一つだったと思います。お墓のところまで泣きながら担いでみんなで一緒に歩いていきました。イエスさまがそれを見てその母親をかわいそうに思い、「もう泣かなくてもよい」とイエスさまがひとり息子の遺体が入っている棺桶に手をかけられると書いてあります。イエスが手をかけられると、行進していた人々が立ち止まっていました。そうでないと、そのままずっとお墓まで行ったでしょう。でも、そこで止められました。そこで終わり、それ以上進みません。それから死んでいる青年に向かって「起きなさい」と言いました。すると、死んだ青年が起き上がり生き返りました。その生き返った息子を母親に返しました。それで皆イエスさまのことを見てびっくりしていたという話が今日の聖書の箇所です。

だれにも止められないのろいの流れがある。

まず、私たちは確信をもって本当の感動に恵まれる鍵となるイエスさまのことを正しく見つけるために、この聖書の箇所から今日の出来事の中からまず私たちが考えないといけないことは誰にも止められないのろいの流れというものがあることをぜひ見て覚えていただきたいと思います。やもめというのは夫が何かの事情で先に死んでしまったという悲しい過去を持つ人です。当時、イスラエルではやもめとなると神様に祝福されていない人、神の祝福から外れている者というイメージがありました。それで、やもめと言われるだけでも「あの人は、のろわれた人生です」と思われる存在なのに、そのうえ、ひとり息子が大きくなった後、死んでしまいました。どれほどかわいそうな存在、状況でしょうか。それをまず考えてみてください。夫に先立たれ、子どもが他にいたわけではありません。ひとり息子だったので、その子にすべてをかけて人生を生きてきたのではないでしょうか。そのひとり息子も事故なのか病気なのかわかりませんが死んでしまいました。やもめの気持ち、人生はいったいどういうものなのでしょうか。そういうわけで棺桶を担いで今、お墓に向かって歩いているのです。それはやもめの事情でしょうが、やもめ一人の話ではありません。この葬儀で棺桶を担いで歩いている姿は人類の姿であり、私たちの人生の姿を象徴的に表しているものです。この棺桶を担いで歩いているそこには悲しみの涙があふれていて、絶望の嘆きが聞こえてくる場面です。そして、あきらめのため息をついている場面です。これが私たちの人生に流れている、止められない、どうすることもできないのろいの勢力、のろいの力というものです。このやもめはこのような形で個人的に現れましたが、形がいろいろ違うだけであって、これはすべての人に同時に適用されるものです。これが止められません。今、イエスがそれを止められましたが、イエスがそこに現れて止めることがなければ、そのまま涙とともに仕方なく進んでお墓の中にまで入るしかありません。それが私たちの人生に流れているのろいの流れというものです。これは実は聖書の一番、最初のところ、創世記3章から始まったのろいの流れというものなのです。その創世記3章のアダムとエバのときからスタートして、何があっても、どんな人間が起こされても、どんな努力をしても止められないものだった、それが今このやもめの人生にも現れているということです。悲しみの涙の行進です。神様が私たちを神のかたちに創られて、神の祝福をすべて注いで神の栄光を現すような存在に創ったにも関わらず、人は神に背いて神を捨て、無知なことに目に見えないからといって目に見えない悪魔、サタンに従って人生を歩むようになりました。それを罪と言います。人が罪を犯して神から離れてしまったとたんに、こののろいが流れ始めるようになりました。創世記3章16節から２０節を見ると、今までになかった、最初はまったくそういうことがなかった人の苦しみや、全人類が抱えて経験するのろいの内容が全部そこに紹介されています。そして、これは止められないまま創世記4章に行きますと、カインがアベルを殺してしまうような、家族崩壊の形をもって流れていくようになります。だれも止められません。いまだにそれはずっと続いていきます。しばらく時間が経ってみると創世記6章で人々は豊かになりました。しかし、その豊かさのゆえに多くの人が神を捨て、偶像崇拝に走るようになった結果、人の手には止められない大きな災害による災いが押し寄せてきました。そのようにこののろいの流れはずっと流れていくようになりました。今もこれはずっと続いています。人の手には止められない災害による災いというものが、いまだに全世界を覆っているということを私たちは見ています。それから、創世記11章、時間がだいぶ経ちましたが人々は自分が持っている良いものを磨いて成功を治めるようになります。しかし、その成功が全部いっぺんに崩れて虚しくなる形でバベル塔が崩れました。のろいは止められません。こういう形で現れます。今も成功したあと、世の中ではこれで良いのではないかと思うような裏側を見ると全部崩れていきます。幸せはそこにありません。平安もそこにありません。これが今に始まったことではなく、創世記3章から、祝福の基であられる神様に背いて、神を否定し、神様を信じないで無視したときから始まったもので、いまだに止められないまま全世界に流れて、国に、民族に、社会に、家庭に、一人一人の人生に、家系にのろいがあらゆる形をもって勢力を保ち流れているということをぜひ覚えていてください。これは人の手には止められないものです。その一番象徴的なものが死です。死の力です。罪から来る報酬は死です。別に死ぬということは良い悪いという意味ではありません。皆、死の力、のろいの勢力に制せられて捕らわれて人生生きていきます。自分でそれに気づいているのかどうかと関係なく、皆がそうしています。そのあと結局はエジプトという国に奴隷になってしまいます。それがそのように流れます。あるいはバビロニアの捕虜になってローマの植民地になったりが続いています。止められません。これを全部合わせて申し上げると、今で言いますと何かに皆に中毒性、依存症を患い、特に傷などを抱えてそこから逃げられない何かに捕らわれて人生生きていきます。というようなことがずっと流れています。それが今、やもめの家系に現れました。夫に先立たれ、残っていたひとり息子も死んでしまいました。どうしても止められないのろいの大きな勢力、流れが、人がどうなのかとはまったく関係なく皆に襲いかかって流れるものです。ある家系を見ると、病気によって死んでしまうと同じに病気が何代もずっと続くというのを見たことがないでしょうか。家系にも人の手には、人の良さ悪さなどではどうすることもできない何かの力が流れています。ぜひ、イエス・キリストを信じて教会で礼拝をしている皆さんは覚えていてください。人にはこの世の中にある良いものでは止められない勢力というものが流れていることを覚えていてください。それがときには個人的にすべてを困難にさせ、すべてを崩壊させていく形で現れる場合もあります。一生懸命頑張っても、やることなすことすべてが失敗に終わってしまう、それも人が良いか悪いかの前に何かの勢力によって、その人の人生にそれが流れているから、そのような結果になるのです。この人はやもめなのでこうなったというのは正しい見方ではありません。それはすべての人に形が違うだけであって、すべての人に、人の良さ悪さとはまったく関係ないものです。多くの人がユダヤ人、宗教に熱心な人はこれとは縁が少し遠いのではないかと勘違いしていました。聖書はまったくそうではないと言っています。象徴的にこのように現れているだけです。それから、こののろいの勢力というものは自分で願ってもいないし、こうなりたくてなる人はだれもいません。でも、襲いかかってくるようなものです。私の意志とはまったく関係なく襲いかかってくるものです。そういうのろいの勢力、のろいの流れというものが人生に、この世の中に、そして、家系の中に流れているということをまず覚えていないといけません。このやもめは夫に先立たれたからそうなったわけではありません。またひとり息子がこのような悲しい目に遭うことを予測してもいなかったし、願ってもいませんでした。また、やもめが悪いからこうなったわけでもありません。これが創世記3章から始まって、すべての人に流れていて、そして、止められません。

今日の聖書の箇所は、そのようなのろいの流れ、のろいの勢力に捕らわれて、その行進の場なのです。そこにイエスさまが現れてイエスさまが棺桶に手をかけられると今まで流れて止めることができなかった、もうお墓の中に行くしかない、だからお墓の中に入ったからといってそれで終わるわけではありません。聖書には人間には一度死ぬことと、死後には裁きを受けることが定まっていると言われています。今まで、私たちも人生を生きてきて自分の思い通りに行かない、自分の思いとは裏腹に何かの力によって人生を操られ振り回されていたという意識、経験、悟りはないでしょうか。人生にはそういうものがあります。ですから、ただ一生懸命頑張れば、あるいはただお金さえあれば、一生懸命勉強すれば、良心をもって一生懸命に頑張ればそれで人生うまくいくような、人生は甘いものではありません。そういったものでは止められない何かの力が流れています。だれにも止められません。それが聖書のお話で、また歴史の証拠です。

のろいの流れを切って止められたイエス
イエスがそこに現れて、棺桶に手をかけられると立ち止まりました。それ以上進むことはありませんでした。つまり、このだれにも止められないのろいの勢力を断ち切って止められたイエスなのです。イエスはこのようなだれにも止められない、何をしても止められない、やられるしかない、世の中では運命という言葉を使いますが、そののろいを一気に、いっぺんに止めてしまいました、イエスはのろいの勢力、のろいの流れを一気に止めてしまった方です。棺桶に手をかけられるとその行列が立ち止まりました、それから、イエスさまはのろいの象徴である遺体、死の力にやられている青年の遺体に向かって「起きなさい」とおっしゃることによってその人は生き返ってしまいました。もちろん、生き返ったといってもあとでまた死にます。生き返ったのが問題ではありません。なるほど、死んだ人を生き返らせたというのはイエス以外にはありませんが、その人は死なないで今いのちが与えられたということがポイントではありません。死の勢力、死の力、つまりのろいの運命の勢力が完全に切られたということです。イエスはソクラテスやお釈迦のような有名な聖人ではありません。イエスは死の勢力、だれにも止められないのろいの運命の勢力を止めてられる唯一の方キリストです。そのことをイエスはキリストと言います。悲しみの涙が止められない、ため息が止められない、嘆きが止められない、あきらめのため息が絶対に止められない、それに埋もれて生きるしかない人生がぴたっと終わるようになるのがイエス・キリストです。皆さんのこれからの勝利の人生のために、他に鍵が何か良い方法があるかのように思わないでください。イエス・キリストの中にあります。だから、イエス・キリストがどういう方なのか、細かく正確にまた実際的に理解しないといけません。そうすればそれだけで十分です。そして、それを優先にしてください。今弱さを抱え、たとえば過ちを犯したり、何かの問題を抱えていたとしてもそれが先ではありません。イエス・キリストのことを先に考えるようにすればそれで結構です。なぜでしょうか。イエスは私たちが考えている以上に、世の中のだれにもどういうことにも止められない死の勢力、死の行進、のろいの運命の流れを止められて断ち切った唯一の方です。みなさんがファンドをやってIT企業を立ち上げてお金を儲け、ビル・ゲイツのように金持ちになり、福祉財団をつくったり良いことをしました。別にやらないよりは良いかもしれません。けれども、それがすべてではないのでだまされてはいけません。皆さんが病気になるよりは健康でいいでしょう。それを否定するわけではありません。でも、それがすべて、それが最高ではないので、それに振り回されてだまされないようにしてください。成績が下がるよりは上がったほうが良いでしょう。別にそれを否定するわけではありません。でも、学生さんはぜひ覚えてください。一生懸命、勉強してください。でも、それがすべてではありません。なので、そういうことにだまされてはいけません。それ以上のことがあるのです。それらのことでは止められないものがあるのです。それが人生です。なぜレムナントのときに気づかないのでしょう。ここにいらっしゃるおじさんやおばさん、それ以上の方々のようにぐじゃぐじゃな人生を経験して「なるほどそうだった。勉強がすべてではない。大学がすべてではない。お金がすべてではない」と気づくのはだいぶ手遅れなのです。なぜ勉強したり、会社に就職したり、なぜ一生懸命、自分の専門性を磨いてやるのでしょうか。それで人生が成功につながるからでしょうか。それは勘違いです。それでは人生がまったく何かがわからないということです。聖書は今その話をしています。良いものにだまされないでください。これがクリスチャンです。イエス以外には止められないものがあります。イエスによってこののろいの勢力が止められなければ、結局は砂の上に家を建てるのと同じようになって一生懸命、家を建てて形ができたと思っても風が吹いてくるといっぺんに崩れてしまうようになるそれが人生です。今まで経験してきたのではないでしょうか。そういう意味でクリスチャンが正しく確信をもって感謝するものであれば欲もありません。イエス・キリストと比べればちりあくたのようなものになります。ちりあくたというのはいらないということではありません。このイエスによって棺桶に手をかけられると止められた、そこにはこれっぽっちも役に立たないものばかりだという意味です。ぜひ覚えてください。このだれにも止められないのろいの流れ、死の力の勢いを止められたイエスさま、その死んだ人が生き返ったのはもちろんびっくりすることでしょうが、それがポイントではありません。それは死の勢力がイエスによって止められた証拠です。のろいの流れがそこで止められた、終わりにされた、イエスはキリストですということです。

イエスと出会い、イエスを信じることが幸せ
ですから、皆さんこれは一番根本的な私たちの思想でもありますが、人生において真に幸せな者はだれでしょうか、今子のやもめを見ると本当にかわいそうで、不幸な存在と思うかもしれません。でも、やもめだから不幸で、そうでないから幸せという基準はもう私たちにはありません。今日の聖書を見ていても皆が同じです。でも、いろいろな形に現れただけです。やもめだから不幸な人間、そうでないから幸せな人間ということはありません。だから、絶対にだれかと比べて、何かと比べて劣等感を持つというのもクリスチャンとしては一番、最悪なパターンです。幸せはそのようなものではありません。それが今日、また聖書全体をとおして証明されているのではないでしょうか。幸せはやもめだから、やもめじゃないからという条件にあるものではなく、たとえやもめのように世間からだめだ、不幸だ、のろわれた存在、捨てられた存在でだめだと思われるようなものでも、キリストであるイエス、だれにも止められないのろいの運命の流れをすべて止めてしまう、そこから私たちを引き上げ解放させることができるキリストであるイエスと出会ったのかどうかが幸せの基準です。イエスと出会ったものが幸せな者です。たとえやもめのように旦那さんに先立たれなく、今一緒に仲良く暮らして子どもが元気に育っているとしても、そこにものろいの流れは変わりありませんので、イエスと出会ってない場合はそれは幸せな者とは言えません。その基準は徹底的に私たちの脳細胞に、心の中に刻み込んでいかなければいけません。そこでクリスチャンでも本当に感動とともにすばらしい人生が待っているのに、ここがクリアできていないのでいつまでたってもぐちゃぐちゃ困難します。自分が幸せな者なのかどうかがいつまでたっても確信が持てないのです。イエスを信じる者は幸せな者です。だまされないように。ですから、その確信をもってそれによる感謝とともにお祈りさえできれば、その確信を持っているから私は神に愛されている者、今お祈りをささげて神様と通じる存在であると確信をもって祈りに運んでいくことができるでしょう。それさえあれば、あとは神様がなさいます。それがクリスチャンです。そして、その経験をもって子どもたちにも、教会の新しい人たちにも、悩んでいる人々にも正しくフォーラムできるようになるのです。それが教会の中で疎通するという意味です。皆、何かの話、状況があったときには、言っていることが自分のレベルでバラバラです。教会でコミュニケーション、疎通しないのです。私たちの学歴や社会的なレベルはいろいろ異なります。しかし、この部分が一緒になっていればお互いに流れ出て疎通するようになります。すると奇跡が起こります。必ず変わります。うつの状態で酒とたばこを止められない、それはおいしいからではなく、うつの状態でそうなるしかないのです。ある牧師がメッセージを送ろうとしたら、それも拒否していたのですがしつこく送っていたら、もちろん神様の時刻表でしょうがメッセージを見ながら考えさせられるようになりました。メッセージはキリストのお話でしょう。もちろんそれは神様の恵みだと思います。神のみことばを、キリストの福音のみことばを考えるようになりました。すると聖霊の感動によって今まではそんなに聞いていてもピンとこなかったものが自分の中で「なるほど。イエスはキリストなのだ。なるほど、すべてののろい、今私が抱えているこれも全部十字架で無くして止められたのではないか」とその人のメッセージになったとたんに、酒も止めました。酒が悪いという意味ではありません。この人はうつの状態による病気だったのです。タバコも止め、薬も止め、全部止めてしまいました。だまされなければよいです。人はいろいろなことがあり、事情も違います。でも、神様は神様の恵みによって皆さん一人一人をいろいろなきっかけをとおしてイエスが皆さんの人生に手をかけられるようにされました。その証拠が何かというと皆さんはイエス・キリストを信じて受け入れました。ある人は交通事故に遭ってイエスさまと出会う場合もあるし、ある人は病気によって出会う場合もあるし、ある人は隣の人から聞いてそうなる場合もあり、いろいろなケースがありますが、皆さんはそのときまでどう思っていたのかと関係なく、このやもめと同じのろいの運命の勢力に引きずられ、お墓に向かって滅びに向かって歩いていた人生でした。そこにイエスが現れて手をかけられました。何のいさおもない、良いところが何もない、今もぐじゃぐじゃな人間であるかもしれません。関係ありません。イエスが目を留めて手をかけられたのでそこで立ち止まって、すべてストップしたということをぜひ覚えてください。それが皆さん自分自身です。イエスはキリストです。今まで自分自身も自分はだめだと思い、周りから見ても「あれはだめだ。かわいそうに」と思われていた者が終わりました。ぜひ覚えてください。聖書に書いてあるすべてがその証言ですが、大事な聖書の箇所を取り上げてこのやもめの死の勢力に捕らわれどうすることもできない悲しみに包まれ歩いていた行列を止められたキリストであるイエスと出会い、そのイエスを救い主として信じるとどうなるのかということを、ぜひ神のみことばをとおして覚えてください。皆さんのことです。このやもめの死の行列を止められたキリストであるイエスと出会いますと、皆さんの人柄や過去と関係なくローマの手紙8章2節に書いてあるように死と罪の原理の流れから永遠に解放されます。ヨハネの福音書5章24節に書いてあるように死からいのちに移ったと言われるようになります。第2コリントの手紙5章17節にあるように以前のものは過ぎ去り、すべてが新しく変えられるようになるのです。大学に合格すればではなく、イエスと出会いますと、やもめのような地球上一番のろわれていたと思われるような人でも変わるのです。人生をぐじゃぐじゃにしていた、人の人生を苦しめていた勢力は立ち止まって終わります。それを覚えていてください。

それから、私たちがやるべきことはそれを信じて毎日、毎日、他のどこかではなく自分の内側でいつも確認すること、それが私たちがやるべきことです。自分癒しです。それが自分自身と信徒と疎通する前に、神と自分が疎通するということです。2部の礼拝で申し上げます。聖書を1か所一緒に見たいと思います。ガラテヤ3章13節です。なぜそうなったのかというと「キリストは、私たちのためにのろわれたものとなって、私たちを律法ののろいから贖い出してくださいました。なぜなら、『木にかけられる者はすべてのろわれたものである。』と書いてあるからです。」イエス・キリストが十字架にかけられて私たちの代わりにのろわれることによって私たちに降りかかっていたすべてののろいの運命はストップしました。イエスを信じることは、ただ少し暗くなっている気持を癒してもらったり、教会に行かなければというものではありません、だれにも止められない、人生をこのようにぐじゃぐじゃにしてしまうどうすることもできない滅びに向かって走っているのろいの運命の勢力が立ち止まって、断ち切るということです。覚えていてください。イエスさまと出会いますと、イエスさまが代わりにのろわれたことによって私たちは死の力から、滅びの運命から解放され、もう死からいのちに移るようになります。なぜそうなるのかというとイエスさまと出会いますと第Ⅰコリント3章16節にありますように、とたんに私たちの中に神である聖霊が入って、私たちの中に住まわれるようになります。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。具体的にこういうことが起きるのですべてが終わるようになります。イエスさまを信じたあと、今の私たちにあるいろいろなことによってだまされないでください。何があってもこれを先に握って、これを自分の頭に自分の思いにずっと言い聞かせないといけません。これが戦いです。たとえ子どもが事故によって死んだとしても、そこでまた滅びの死の力に捕らわれて悲しみにひたって立ち上がることができないではなく、こういうことがあってもイエスはキリストです。私にはもうのろいは終わりました。これは私には不幸でものろいでも何でもありません。イエスはキリストですと握っていると変わります。握っていると必ず神の答えと証拠が現れるはずです。でもほとんどができていません。これさえあればいいのです。大きな何かを要求するのではありません。まず私たちの内側がイエスがキリストである福音によって癒されなければいけません。だから、イエスがどんな方なのかわかれば、それが感動にならないといけません。「なるほど。私は今まで少し病気があったりうまくいかないと、なぜかまるでいまだにのろいの流れが続いているかのように思っていたけれども、それはだまされていたのだね。イエスはキリスト。そのイエスを受け入れたとたんにそれは終わったものではないか」と見方を変えないと、神の計画、神のよいみこころがそこにあるのではないかという戦いに勝利すべきなのに、イエスがキリストになりません。それだけです。やってみてください。申し訳ありませんがだまされるつもりでやってみてください。イエスと出会いますとローマの手紙8章15節に書いてあるように。もはや恐怖に引き落とされるような霊を受けた者ではなく、子としてくださる霊を受けた者です。恐怖などいらない者です。ガラテヤ3章14節を見るとこのようにイエスさまがのろいを無くされた理由は「このことは、アブラハムへの祝福が、キリスト・イエスによって異邦人に及ぶためであり、その結果、私たちが信仰によって約束の御霊を受けるためなのです」とあります。のろいをなくされ御霊が私の中に入るためにその結果、私たちが世界に証し人として立たされるためにのろいを全部なくしたとおっしゃっています。ですから、イエス・キリストを受け入れた人に対しては「それはあなたがは知らなくてもいいです。オンリー聖霊が臨まれると力を受けます。地の果てにまで証人となります」と聖霊に集中するようになります。なぜでしょうか。それに集中してもらうために、その聖霊が私たちの中に宿るためにのろいを全部十字架でなくされました。そののろいの勢力が残っていれば、聖霊がともに宿ることはできません。イエスと出会いますと聖霊が宿るようになります。だから、残りの課題は聖霊の力、聖霊充満しかありません。結果、証し人になります。あとで申し上げますが、遠くに行く前にそれぞれの現場において必ずそこに神様が私をとおしてこの現場を生かすという確信をもって現場に臨んでみてください。それがイエスさまが皆さんの人生に手をかけられた最終的な理由です。なんと幸いでしょうか。やもめの息子の棺にイエスさまが手をかけられることによって、すべてがひっくり返されたのと同じように、皆さんの人生にイエスが手をかけられました。信じてください。すべてが止まって終わりになって新しい祝福の人生、聖霊が宿る人生、滅びの運命ののろいは終わり、そのような人生が始まったということを覚えていて、問題はそれを日々、毎日確認し味わう時間を持ってください。それで、何かを祈る前にまずはそのことを黙想するところから始めてください。いつまで黙想すればよいでしょうか。「なるほど。そうだったのか」になるまでです。そうすると、みことばはたましいと心と関節、骨髄まで刺し通す力がるということを経験するようになります。他にはありません。このことを覚えて皆さん自分自身のことを確認し、イエスさまを信じ祝福された者であるということを覚えて、毎日自分自身のための祈りをやってください。まずはキリスト、イエスをみことばを、講壇のメッセージを黙想するところからです。「なるほど。そういう意味だったのか」になるまで考えてみてください。最初は地味に思われるかもしれません。みことばの力を体験しないといけません。それで皆さんに確信が与えられ感謝が生まれるときまで黙想します。そうすると聖霊の導きを祈ればよいのです。皆さんはもう皆さんの人生ではなく、神の御手に捕らわれている人生ですから何も心配しないでください。本当はもう終わりました。
それから、みなさんがそのようにのろいが全部断ち切られた祝福に預かっているというのは、これから皆さんがアブラハムの祝福のように現場を生かすことができる存在になっているということです。言い訳などいらないし、不信仰を持たなくてもよいです。皆さんの中に聖霊がともにおられるので、必ず現場を生かせる存在です。だから、それを覚えて現場に行き祈ってください。これは負担ではなくクリスチャンのプライドです。この現場を私によって助けられるという確信をもって祈ってください。このことのために教会が、兄弟姉妹が与えられています。教会を大事にして教会のために祈るというのは、信徒一人一人が自分自身のために祈れる者、現場に行って祈れる人になるように祈ることです。それで機会があるときに手伝うということでしょう。自分自身のために祈り、現場に行って振り回されないでプライドをもって祈れるクリスチャンになり、私はそれに成功するように信徒一人一人のことを覚えて祈ります。それが教会のための祈りです。そこには礼拝のために祈り、いろいろなことがあるでしょう。そのために、週報には皆さんにわかりやすくするために、祈りが身についた方は自分で祈っても良いですが、そうでない方々はやらないよりは思いを込めて読んでください。牧師が何を祈っているのか。教会に何が必要なのかが書いてあります。礼拝の順番の下にあるのが教会のための祈りです。裏にあるのが現場に行ったときに祈る内容です。皆さん個人的に自分のために祈り、それは内容は全部書いてありませんが、聖餐の告白からスタートしてそこで今も仕上げました内容が確信できれば、すぐ何もかも後にして下にある聖霊充満のお祈りに入ればよいのです。ここまで親切にしてあげたにもかかわらず祈らないと私は知っていますが、それでもあきらめません。それがうまくいかないことは悪いことではありません。でもそういうものなのかと、まず祈りをとおして何かを要求する前に自分自身を内側から癒していく祈りをしてみてください。2部の礼拝で申し上げますがそこからスタートすべきです。そうすると自然に現場が見えてくるようになります。教会が大事に思われて、信徒一人一人に何が必要なのかが見えてきます。大きな複雑ないろいろなメッセージではありません。本当にキリストによって感謝します。そして、フォーラムするときに講壇のメッセージを黙想したあと、それぞれが偉い説教はできなくても「そうでした。また忘れて心配していました。本当に感謝な人なのに、私はこんなにみじめな者なのにキリストのゆえに感謝です」と感謝のフォーラムが行ったり来たりするようにならないといけません。そうなると奇跡が起きるでしょう。皆さんぜひ心に受け入れたイエスさまはやもめの人生ののろいの行進に手をかけられ、それを完全にストップさせたキリストであることを覚え、自分自身にそれを適用し当てはめていただきたいと願います。それで皆さんに本当の感謝と自由と解放された愉快な心が沸き起こるようになっていただいきたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日も兄弟姉妹とともにやもめの死の行列、のろいの運命の流れをすべて断ち切って止められたイエス・キリストのことを教えられまました。私が今信じて受け入れたイエス・キリストはその方であり、そのイエスによって自分の人生ののろいのすべての流れも終わったということを黙想しつつ感謝するところまで私たちを導いてください。イエスを送ってくださった神さまに心から感謝をささげます。自分自身を回復することができるように兄弟姉妹を省みてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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